




























































Natural Material and Naturally Environmental Possibility
to Open up Molding Expression
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・砂がある程度湿っている箇所、コンクリー
トの淵など、掘っても崩れにくい場所を探
す
・掘るときの「ザクッ」「シャキッ」という
音や感触を味わう
・相手の掘った箇所につながるように目で確
かめながら掘り進める
・掘った箇所すべてに水を流したいという思
い
・川の高低差をスコップの掘る感覚と水の流
れを頼りに修正
・水が溜まっていくおもしろさ
・川の部分、砂の部分を意識
・川に落ちないように飛び越えてみたいとい
う思い
・飛び越える快感
・川に落ちたときの飛沫のおもしろさ
・川の中に入ってもっと飛沫をあげてみた
いという欲求
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対象とかかわる自分自身について学んでいく」(6)
とあるように、意欲をもって自発的にものにかか
わっていくことが大切である。
　また、前述した事例は、主に視覚や触覚にかかわ
る遊び、具体的にイメージした物を作る遊びについ
て述べたものであるが、もちろん「感覚は互いに関
連し合ってわれわれの感覚や経験のすべてになんら
かの影響を及ぼ」し、単に一側面からのみ解釈する
ことはできない。(7)
　しかし、事例にみられる幼児の造形行為を丁寧に
観察したとき、その幼児独自の感じ方、表現のし方
があらわれていることがわかる。ローウェンフェル
ドは、目を媒介にして運動感覚的、触覚的経験を視
覚的経験に変える傾向がある者のことを視覚型と位
置づけているが、(8) そのような感性をもつ幼児は、
視覚的な情報や遊びを通して自然材の性質への知的
理解を広げ、深めており、そのことが身体的な動き
を誘発する表現につながっていると言えよう。
　また、運動感覚的、触覚的経験を視覚的経験に変
形せずに、触覚的または運動感覚的様式そのものに
十分満足していれば、その幼児は触覚型である、と
しており、(9) 触覚的な感覚は身体の動きと平行し
て起こり、自然材から受ける心地よい感覚刺激が大
きいほど動きも大きくなる、と述べている。このこ
とから、自然材における触覚的な質感が多様である
ほど動きも多様になっていくことが考えられる。ま
た、その動きの大きさや多様さが自然材の質的な、
または形状の変化をもたらしていくという造形表現
の広がりや循環が事例から感じとれる。
　さらに、視覚と触覚について中村雄二郎氏 (10)は、
ルソーの言葉を引き、「視覚は諸感覚の中でももっ
とも迅速で広範囲に及ぶ感覚だが、同時に、もっと
も誤りを犯しやすく、もっとも人を欺きやすい」と
している。その視覚の欠点を免れるための方法の一
つとして、「視覚」と対照的な「触覚」を用いるこ
とを挙げており、視覚の性急さを触覚の鈍重ではあ
るが確実な知識によって抑制するのである、として
いる。傳田光洋氏 (11) は、皮膚には脳と同じ受容体
が存在する「考える臓器」であること、また、環境
からの情報の流れが皮膚によって全身に大きな影響
を与えていると述べており、触覚的な刺激が思考を
伴う表現活動に及ぼす影響の大きさを予想すること
ができる。
　これらのことから、視覚や触覚は幼児の感性に深
くかかわっており、どのような造形的遊びを生むの
か、ということに影響を与えていることがわかる。
　
４．表現を拓く自然材の造形的な可能性
　本研究では、砂、泥粘土、赤土に焦点を当てて考
察してきたが、自然材は、その材一つをとっても、
水分量や粒子の粗細で全体の質感が変わり、形状が
変わり、色が変わり、幼児の感性に影響を与えて造
形的遊びが変化していったことが明らかになった。
　具体的に述べると、主に視覚的な変化を楽しむ遊
びでは、赤土がムース状である場合、指や道具の跡
がはっきりつく、それによって手や道具の形状に気
付く、という経験をしている。乾いた砂の模様遊び
では、容器による立体造形が可能であり、定形を生
み出せる。泥粘土の塊を並べる・積む遊びでは、滑
りにくい質感が視覚的連続性を伴う遊びを可能にし
ている。ケーキ作りの場合は、飾るという意識が強
いため、自然材の形状や色が幼児の表現に影響を与
えている。
　一方、主に触覚的な変化を楽しむ遊びでは、泥粘
土と水が混ざり合ったとき、感触の心地よさを感じ、
その心地よさをさらに感じたいという欲求が身体の
動きを誘発している。その過程で自然材の質感が変
化し、その変化を体感している。泥粘土を削る遊び
では、塊が削れていくという触感と形状の大きな変
化が幼児の造形表現に好奇心や意欲を呼び起こす。
また、団子の的当ての場合は、表面が滑らかなベニ
ヤによって多様な質感の素材を試すことにつながっ
た。
　このように、幼児が色や形や質感が豊富な自然に
主体的に触れていく造形的遊びは、感じる力、対象
をとらえる力を確かなものにしていくと考えられ
る。また、主体的であるということは、かかわる対
象を自分の興味・関心を基に選択しているというこ
とでもあり、自分らしさの表現への入り口でもある。
遊びという総合的な活動だからこそ、友達関係の広
がりも含めた楽しみ方の多様な変化の中で自分の思
いや感覚、動きを、自分なりの豊かな表現として開
花させていくことができるのではないだろうか。こ
こに「造形的遊び」がもつ内容の広がりを感じ、意
義を見出すことができると考えるのである。
　さらに、自然材を内包する環境を造形的環境とし
て大きくとらえ、そこに働く幼児の感性を考えると
き、その造形的な表現の可能性がより広がることが
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予想される。
　前出中村は、単に五感だけでなく、「人間的自然
としての感性が人間の文化や社会とともに形成され
たものである」(12) ことに言及したが、感性を「感
覚そのものではなく感覚の働かせ方」「人間が感覚
によって内的・外的な世界をとらえる能力」として
いる点、また、感性は育てることのできるものであ
り、「自分から世界のイメージを作り上げるもの」(13)
という教育可能な領域として積極的な意味をもたせ
ていることと合い呼応している。これらのことから、
感覚の働かせ方を学び育てることによって、対象を
感じ取る力が養われていくということがわかる。ま
た、自然材を通した造形表現は視覚や触覚から主に
語ることができるが、その二つの感覚が相互に支え
合うことで確実なリアリティを生じさせることがで
きる。ここに「感性を育てる」という造形表現の教
育的な意義が生まれる背景もあるのだろう。
おわりに　
　幼児にとっての造形的遊びは、自分なりの思いや
願い、イメージを表現することが可能な活動であり、
さらに、表現の幅を広げ、表現する喜びを感じるこ
とができる活動であるととらえている。また、その
表現する喜びが生きる力の基礎ともいうべき生きる
喜びとなっていくと考える。今後は、砂・泥粘土・
赤土以外の自然材についても表現を拓く可能性を追
求していきたい。また、自然材にかかわる手段とし
ての道具や用具も幼児にとっては重要な造形手段で
あり、様々な造形を生み出す要因でもあるため、自
然材との造形の関係を考察していく必要があると考
えている。
　いずれにしても、「人間の類型と同じだけ多数の
芸術の類型があり、しかも芸術の分類は、人間の分
類におのずから対応すべきである」(14) というリー
ドの言葉からは、自然の中には“その人”なりの感
性を刺激するもの、“その人”なりの造形表現を拓
く可能性があることを感じさせてくれるのである。
付記　本稿は、主として石倉が取り組んだ研究を基
に、石倉が執筆したものであり、主旨を明確にする
目的で、竹井が若干の修正を加えた。
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